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【新作映像資料の紹介】

吉野における木地製作

一紀州黒江系轆幢師の伝承技術一
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【特別講演会の記録】

民俗博物館収集民具から奈良の古代を探る

ならみ人は゜く春夏秋冬
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次回企画展***** *****

四季おりおりの民具Ⅵ「伝承の三月節供一雛まつりー」

平成17.2月26日(士)~4月3日(日)
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梅だより

大利民俗公同内

「み人ぱく怖林」

と民家渠落、あわ

せて150木の悔は

2打ド句~3月小旬

が見頃てす
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【新作映像資料の紹介】

木地屋とは轆轤師とも呼ぱれるように、ロクロを回転させて木を削り、椀や盆などの円形の木地を挽く職人のことです。木地とは漆塗

り(漆器)の士台となる木で作られた容器の素地のことで、これに漆を塗ることで製湿,の耐ク^性を高めることができます。そのため、漆

器産業の盛人な地域の近くには必す木地屋の存在があります。吉野町宮沌の故辻本順三氏仕909~1999)は県内において最後まで木地を

挽いていた職人であり、その技術は日本の三大漆器生産地である紀州煕江 a児在の和歌U_1県海南市黒江)における木地物癌U乍技術の伝統

を継承していました小。

1988年細ヨ和63)、辻本氏のご協力により、当館学芸員(当時)浦西勉の立ち会いのもと、喩ケリエイティブ・カンパニーが椀と盆の木

地製作の撮影を収録しました。木1高ではこの沙H象を編集するにあたり、その椀木地作りの概要を紹介したいと思います。

なお、当館では、平成]4年度より吉野地方における生産活動の諾相を示す民具の調査・」灰集・整理を進めています。これは県指定文化

財「吉野の山村生産用具」1226点(昭和58年度指定)をべースに内容を拡充し、「吉野林業」を中心とした有機的な資利・群として収集民

具を体系化することを目指しています。今回の映像編集は、この「コレクション化李・業」と無関係ではなく、当館へ寄贈していただいた

辻本氏使用の道只、も木地製作用具として順次整理を進めているところです。

吉野における木地製作一紀州黒江系轆轤師の伝承技術一

■概要

明治以降、野迫川村をはじめとして吉野地方中

西部で活躍した木地屋の多くは、和歌山県の美里

町や桃山町周辺から移動してきた職人であったこ

とが知られています。高野山麓に位置する美里町

一帯は近代以降、紀州黒江への木地の一大供給地

として急速に発展した地域ですが、「吉野林業」が

生みだす豊富なヒノキの間伐材を求めてここから

木地屋が吉野に移動したものと老えられます。

明治の終りから大正期以降になると、吉野地方

に出稼ぎに来ていた紀州の木地屋のなかには、大
南わいガにこたい

塔村の小代や黒滝村の粟飯谷、吉野町の山口、宮

滝など、移動先の村に定住して木地を挽き、製品

を黒江へ出荷する職人がでてきました。あるいは、

村でも若者たちが木地屋に弟子入りすることもあ

りました。吉野町宮滝の辻本順三氏も、高等小学

校を卒業したばかりの昭和初期、宮滝に小屋がけ

していた紀州の木地屋から技術を学び、数年間、

師匠について各地を転々としたといいます。
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森本仙介

[2]コギリ(小切川

材をサシで椀の高さに測り、竹弓のバネのつい

た特殊なノコギリで小切る(玉切りする)作業で

事一般のサキヤマに頼むこともありました。マル

メ師は主に弟子の仕事ですが、手が足りない時に

は家族のものがすることもありました。カンナマ

工とはロクロを回転させてカンナ(木地用の刃物)
ひ

で木地を挽く作業をいい、一般的に木地屋といえ

ぱカンナマエのことを指します。おもにオヤカタ

が担当したように最も難しく、習得するのに時問

がかかりました。

■椀木地製作の工程

木地物作りには、[1]サキヤマ、[2]コギリ、 B]ア

ラキドリ、[4]マルメ、[5]カンナマエといった工程

があります1。[Uはサキヤマ師(先山師)、[2H3][4]

はマルメ師(丸め師)、[5]はカンナマエ(鉋前)と

いった専門の職人がいたように、木地製作には、

かつては数人のグループによる分業体制がとられ

ていました。グループの長をオヤカタほ見方)と

いい、山主と交渉して立木を買ったり、弟子や職

人を監督しました。

サキヤマ師とは立木を伐採する職人で、山師と

もいい、特に木地屋に特有の仕事ではありません。

木地屋のグループ全員で原木を伐採したり、山仕

]ゞ"

( 1 )

[1]サキヤマ(先山)

紀州黒江における民衆向け漆器の大量生産は、

シンモチ(芯持)のヒノキの細い幹でも椀を作る

ことのできる、縦挽きの木地を多用したことにそ

の特色があるとされています。かつては木地の材

料としては紀伊半島の深山に生えるハズサ(和名

ミズメ)やトチのような広葉樹が多かったようで

すが、材が少なく高価になるので、大量生産品に

は安いヒノキの問伐材をおもに用いるようになり

ました。乾燥したときに狂いや割れがないように

ハズサなどはシンを抜いて竪木に、またトチは横

木にロクロで挽きますが、ヒノキはシンを抜かず

竪木に挽いたので、 U、器などの小さい製品には巧

~20年生の細い木でも利用しました。 10年生から

40年生の間伐材が主に使われ、50年生ぐらいが最

大であったといいます。若い間伐材で、曲がった

り、末と先で太さが違うような形の悪い木は木地

屋にとっては安く手に入る良材だったのです。

原木は伐採された後、その場で2間ほどの長さに

ノコギリで挽き、仕.1小屋に運び込まれます。



す。大きなフシはカンナでは削れず、製品になら

ないので捨てますが、小さなフシの場合には椀の

底の高台であるイトジリ(糸尻)になるようにし

ました。
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1, 1

地面に深さlmほ

どの穴を掘り、ノ

コギリを穴の斜め

下に向かって設置

します。ノコギリ

の歯は引く、押す

両方で切れるよう

に刃が二等辺三角

形になっています。

本来は2人が向かい

合って両端から力
J り d)、ニナ_ L

を入れる台切鋸で

すが、ノコギリの

端を6枚の竹弓で挟

み、皮面を向こう

手前に引き上げる時

y

、

亀
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[4]マルメ(丸め)

材をセンダイ(銑台)にのせ、ロクロで挽きゃ

すいように、センで椀の形に下方を少しすぽめる
:十・1

ように削る作業です。センは一種のオシギリ(押

切)で、材を左手で左に回転させながら、台に斜

めに固定されているセンの刃で縁を押し削ります。

こうしてできたアラガタをマルメといいます。

コギリ

側にして取り付けることで、

には力を要しますが、穴の下方に押す時にはバネ

の力によって自動的に戻るように工夫されていま

す。挽く時には原木を両足で押え、動かないよう

に固定します。

[3]アラキト'り(荒木取り)

高さ40~50cm、直径20cm程度の丸太を柱に綱で

固定し、この台の上で竪木に取った材を椀の型に

円く縁取りする作業です。材料の上に円いカタ

(型)をのせ、チョンナ(手斧)の頭でカタを叩い

て材に固定します。カタには材を固定するツメが

付いていますが、このツメはクギの頭をつぶした

ものを打ち込んで作ったものです。材を左手で左

(反時計回り)に回転させながら、カタからはみ出

た部分をチョンナであらくへつり(はつり)ます。
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マルメ センをかける
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マルメ木地

[5]カンナマエ(鉋前)

ロクロの回転を利用して、カンナと呼ばれる専

用の刃物で木を削る作業です。かつては弟子など

の助手が綱を両手で引いてロクロの軸を回転させ
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ていましたが、明治期になって足踏み式が発明さ

れ、ミシンのように足を使ってロクロの軸を回転

させることで1人でも木地を挽くことが可能になり

ました。しかし、機械動力と違い軸が左右交互に

回転するのは手引きと同じです。

カンナマエの工程は以下の①~⑤にわかれます

が、アラケズリにはカンナ、シアゲにはマエビキ、

穴を開けて拡げるにはアナグリといった、刃先の

形の異なったカンナが必要です。

カンナは木地屋自身がハガネを購入して自作し

ます。修行の最後に刃物の作成や手入れの方法を

学ばなければ一人前の木地屋にはなれませんし、
かじ

独立できません。木地屋は鍛冶屋でもあったので

す。カンナの製作は、先ず火をつけた松炭にフイ

ゴで風を送ってハガネの棒を熱します。これを 力

研ナトコの上に置いて金槌で打ち、ヤスリで荒く

いで形を作り、水で焼き入れをします。最後に砥
いし

石で刃をつけます。作業中でも切れが悪くなると

砥石で研ぎ、いつもよく切れるように保っておか

ねばなりませんでした。

を左手でウマという台に押さえつけて固定し、回
」

転する材にあてて荒削りします。最後に椀の高台

であるイトジリ(コジリ)のおよその形をつくり、
{H

イトジリの底の窪みをあらく掘ります。
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②<外側のシアゲ>椀の外側になる面を平らに削

つて仕上げます。シアゲにはマエビキというカン

ナを使います。マエビキには刃が真っ直ぐのカク
b/、玉よく

バ(角刃)と、湾曲したマルバ(丸刃)があり、

椀の外を仕上げるにはカクバを使います。また、

イトジリの裏を仕上げるウラバ(裏刃)、カクバと

マルバの中間のアエバ(間刃)があり、盆などの

平らな底の容器を仕上げるのに使いました。ウマ
、3.:

は使わず、右手に持ったマエビキの刃の先端の膨

①<外側のアラケズリ>軸孔にツメ(着口)を

はめこみ、椀の上部になる面を金槌で打ち付けて

固定します。右手に持ったアラケズリ用のカンナ

カンナの製作ハガオ、を打つ
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らみあたりを左手の親指で押し、刃の材にあたる

強さを調整します。

③<内側のツッコミとヒロゲ>軸孔からツメを外

し、かわりに木製のハメカタ(猷め型)を取付け、

ここに外側を仕上げた木地を叩いて固定します。
七力

先の尖ったツッコミ用のアナグリというカンナで

真ん中から穴を開け、一定の大きさに拡げていき

ます。先の尖っていないヒロゲ用のアナグリで穴

を拡げることもあります。

註(1)紀州黒江系槻轤師(本地屋)については、杉本野

『木地師制度の研究』] q青文堂足,版 1974年)、

冷水清一『海南漆器史』仕975年)、特別展図録『吉

野の山村と伝承文化』(奈良県立民俗陣物館、]991年)、

森ポ仙介「吉野における木地屋の終爲をめぐって」

『奈良県立民俗博物館だより』兜・93合併号(奈良県

立民俗博物館 2004午)を参照。

(2)作業工程については、古野町111口の松木寅太郎氏

(1916~)、辻本氏の師匠である核木幸四郎氏の孫に

あたる和歌1_U県美型町田の榎木孝幸氏仕940~)

からの朋古をもとに、浦西勉「奈良県の浄併き・謠'職」

m丘畿の生柴 2 沖詳、・誌職』(明玄古房 1981年)、

戸Ⅱ木地部の椀つくりの川具一民俗資村調査抄帳⑮一」

『奈良県立民俗脚物鯨だより』 30 (奈良県立民俗愽

物鯨]982イ1り、『伝統産柴技術保存記録木工轆鱸』

(奈良県商、[1鵺光魚]988イ1り、勝川欣IU県の諸職一諸

」1叔閃係R俗文化財調査縦告占'ー』(和歌山県教育委員

、]99]年)、 1ン別灰臣げ示『紀州・移動する職人た会

ち一鍬冶・す、地・炎焼きー』(和歌Π1県ウ'.紀制風十応d

の丘 200311り、 1"刈展図録『民貝.が胎る暮らしの変

邉一資判収条30年の帆跡一』(奈良県立民俗溥物館

2004イ1り在参照。
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④<内側のアラケズリ>穴をある程度拡げると、

アラケズリ用のカンナに持ち替えて内側のおよそ

の形を削ります。
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⑤<内側のシアゲ>椀の内側になる面を平らに削

つて仕上げます。荒削りされた椀の内側をマルバ
}.',

(丸刃)のマエビキで削ります。最後に縁を仕上げ

ると完了です 0

材は生木だとそのままでも挽けますが、乾いて

しまうとうまく削れないので、マルメを水に浸け

ておき軟らかくしておきます。乾燥の程度により1

~3日も浸けて道具切れをよくしました。大量の水

分を材に含ませるので、カンナをあくて削ると水

完成

が飛び出すほどであったといいます。削り終えた

製品は、最後に伏せた形で積み重ねて乾燥します。

火気や日光、風などが当たると急、激に乾燥してし

まい、狂いや割れの原因となるので、日陰でゆっ

くり4日間ほどかけて乾燥させました。
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【特別講演会の記録】

当館では、 2004年9 河18日(土)からⅡ月23日(火)にかけて、特別展「民具が胎る暮らしの変遷一資制・収集30年の軌跡一」を開催し

た。これは、開館30周年を迎えたことを記念して、当館の代表的な収藏品である「吉嚇の山付生産用具」と「奈良盆地の農業生産・生柄

用具」の一部を展示したものである。

その期問中の]0月17日には、「民俗博物館収集民具から奈良の古代を探る」という題目で、河野通明氏の特別講演会を開催した。講演会

は、民具の具体的な分析に基づいて古代のことを明らかにしようとする内容であ0たので、ぢ古学の愛好者や民具の研究名など普段とは

異なる1腰広い参加者があり、盛況の内に幕を閉じた。

河野氏は、近代の民具から古代のことを探ろうとする研究分野において、中,〔、的な役割を担っている研究名である。河野氏の何究は、

当館で収蔵されていた民具を調査することからスタートした。今回は、その時の調査成果や全国の博物鯨に収蔵されている民具の分析結

果などを踏まえながら、古代における畜力農.耕(牛馬などの家畜の力を利用した農業)や殖産興業政策(生産を増やし産業を盛んにする

ための政策)のあり方を貝、体化させる興味深いものであった。 <岩宮隆司>

民俗博物館収集民具から奈良の古代を探る

河野通明(神奈川大学教授)

[講演会要旨]

1.5世紀に馬鍬が伝来

田植えに先立って泥を細かくし田をならす馬鍬

は、全国的にマグワ、マンガなどウマグワ(馬鉾幻

系の言葉で呼ばれている。これは馬鍬が日本で最

初に使われた頃に、馬に引かせていた証拠である。

馬鍬はアジアでは牛や水牛に引かせてひろく使わ

れているが、馬に引かせるのは日本だけである。

そこから馬鍬が伝わった頃には日本にはまだ牛は

おらず、大型家畜は馬しかいなかったので、やむ

をえず馬に引かせたと考えれぱ辻棲が合う。そし

て馬は使われていたが牛はまだとなれば、ぢ古学

の成果から 5世紀となる。つまり馬鍬は 5・世紀に

伝来したことになる。

馬鍬が朝●羊系渡来人の持ち込みなら、牛ととも

に入ってくるはずなのでウマグワとはならない。

他方、中国長江(揚子江)流域の江南地方では、

4世紀に北方から移動してきた漢族によって畑作

民俗"物伴たより V0131N02 G血を鮖ぢ)
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河野通明氏による講演会の様子

2.6世紀に朝鮮系渡来人が撃を持ち込む

地は牛に引かせて田畑の土を起こす道具であ

る。この地はいつどこから伝わったのか。紀伊半

島の牛の首木は2本の棒で頸をはさむ構造となっ

ており、この首かせ付き首木は朝鮮半島に見られ

るもので、朝●羊系渡来人が牛と砲を持ち込んだ痕

跡と老えられる。この首木はウナグラと呼ぱれて

きたが、これはウナ(ウナジ・首筋)に置くクラ

(¥却という意味で、「背中に置くはずのクラを何

と首筋に置いているではないか」という初めて牛

耕を見た人々の驚きの印象が刻印されている。つ

まり当時の日本人は農具を鞍で引かせていたので

あり、鞍で引かせるのは馬であることから、すで

に馬鍬が使われていた場に牛と地が持ち込まれた

ことになる。となるとその時期は 6 世紀↓ヅ、降とい

うことになろう。またウ十ジグラではなくウナグ

ラと呼んでいることからすれぱ、人々が首筋のこ

とをウ十ジではなくウナと呼んでいた時代に伝わ

つたと杉えられ、それは6世紀以前と推定される

ことから下限は6世紀となる。これを先の6世紀

D、降という推定と重ねると、朝鮮系渡来人による

牛と飽の持ち込みは6 世紀に絞られる。
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具の水田農具化の技

術革新が進行中で、

このなかで馬鍬は開

発された。日本の馬
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紀の江南地方との交

流となれぱ、倭の五

王の遣使の時期にあ

たる。倭王の使節は

効率よく代掻きする

馬鍬に感動して物々

交換で入手し、持ち

帰ったのであろう。当館所蔵の長床整資料群
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3.7世紀に政府が中国系長床羣を導入
「コよらヒよ」、゛、t

醜にはスキーのような床木の付いた長床砲と床
むし上コ、 1

のない無床型があり、長床型は中国系、無床聖は

朝鮮系である。したがって6世紀に渡来人が持ち

込んだのは無床砲であったことになるが、奈良県

の聖は長床砲である。この中国系長床聖はいつ、

だれが持ち込んだのか。

山口県ではくの字に曲がった首木の稜線に引綱

を沿わせる引綱渡し首木が使われてきた。この特

異な首木は中国の絵や民具に見られることから、

中国系である。中国系首木には中国系長床酪が伴

つていたはずであるが、山口県の在来砲を見ると

朝鮮系無床聖と中国系長床砲の混血型である。と

いうことは6世紀の朝●羊系無床聖の上に中国系長

床型の波をかぶったことになり、長床酪の伝来は

7世紀ということになる。

また九州では鞍であるのに背中をまたぐ枠が1

つだけという日本独特の鞍で砲を引かせてきた。

この鞍を単橋鞍と呼ぶことにしたが、熊本県では

枠木の下端に穴をあけて引綱を通し、枠木に沿わ

せて頂部の千木部に巻き付けて長さを調節すると

いうタイプが見られる。この引綱を枠木に沿わせ

る姿は山口県の引綱渡し首木と原理的に同じであ

る。そこから単橋鞍は引綱渡し首木を鞍と勘違い

して背中に置いてしまったということに始まると

考えられる。

ではこうした勘違いはどんな場面で起こるのか

といえば、これは首木が十分な説明もなしに上か

ら下ろされてきたというケースであろう。この中

国系首木には中国系長床地が伴っていたはずであ

る。つまり長床型は政府によって普及がはかられ

ていたのであり、その政策は九州にもおよぶ大規

模なものであったと考えられる。

730

4.長床黎導入政策の上限と下限

では大化政府はどんな方法で長床砲を全国に普

及させたのか。古代は設計図で技術が伝えられる

段階ではないので、実物模型を大量に作って各地

の首長の手元に送ったものと推定される。この模
, yJ し

型は様と呼ばれ、古代では中国でも日本でも、技

術移転にはいつもこの方式が使われてきた。型や
こ10.JJ),J、、

引綱渡し首木の様が600ほど作られて各地の評督

(のちの郡司)のもとに届けられ、その様のコピー

が実用に供されたとぢぇられる。

滋賀県湖東の南部には直韓で無床という純粋の

朝●羊系醜が使われてきた。混血していないのは長

64.4

遺跡名

梶原

梶原

下川津 A

A

下川津

所在地

B

川除藤ノ木

屋代

!ミJ小

遺物の状況

安坂・城の堀

1〒 R!

民俗竹物伽だより

西河原森ノ内

竹川

永"光形吊,

〔表〕 7世紀の出士牽一覧 剥壮1けは・片、孕へら,」

床地導入政策が出された以降に渡来した場合とな

り、それは百済・高句麗滅亡にともなう難民の流

入となる。ところで『日本書ホ剥には665年に百済

の男女400余人を近江国神前郡、飴9年には700余人

を蒲生郡に住まわせたという記事があり、これが

朝●羊系無床型の分布域と重なる。そこから政策の

施行時期は665年2月以前で、大化以降に派遣され

た遣唐使がはじめて帰国した654年7河以降の10年

フケ月に絞り込むことができる。

吾川

木都ほぼ完形

1〒.址1

玉'川、・砲へら

ιι早1

井(1卜1ぎ1'」"＼f)

丘励

オ、玉14之、＼め

時期

7 C巾~1女献

d玄1安

小川の形武

7C中~後染

V0131N02 G血巻95り゛

や床

7C初~後鍬

"1太

b C 1安~ S C 初

一木
へら

7C

7 C1女「

7C小~後

反転
方向

7 C1女柴

牽床長

1'

力

/1

6b.3

ιΣ

70.0

左

78.0

X

6.奈良の民具は古代を語る

これまで民具は、一昔前の暮らしを語る資料と

して考えられてきた。ところがいま見てきたよう

に、全国的な比較調査を重ねるなら、大正・昭和

の民具からも各地の5~7世紀の様子が確実に復

元できるのである。これまで古代の研究は主とし

て文献史料によってきたが、『古事ヨ剥『日本書紀』

には都近辺の、天皇・貴族にかかわる、政治・外

交それも事イ牛性のあるものしか記録されないとい

う限界がある。それに対して民具は全国どこにで

もあり、そこからは庶民の日常生活や経済活動、

それに長床飽導入政策のような大規模な政策の痕

跡まで抽配'することができる。

いま各地で地域のアイデンティティーは何かが

模索されているが、民具はそれに応え、地域起こ

しの核となりうる資料,といえよう。民具は「県民

遺産」として、地域住民の手で守っていこうでは

なし、か。

イ_,

( 6 )
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5.政府モデル長床整が出土

ところで〔表〕のように 7世紀以降、各地で酪

が出士するが、一木造りの曲面酪へらという独特

の長床型が大部分を占め、地床長は72Cm前後で左

反転が主流をしめる。この共通点をもつ型が香川

県・兵庫県・長野県から出士するとなると、全国

規格が存在した可能性が高い。これは政府がモデ

ル砲の様を全国に流したとする民具からの推定と

見事に重なる。 7世紀出士地は、政府モデル整の

コピーだったのであろう。
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ならみんぱく春夏秋冬

【最近の活動か引

◆展覧会◆

特別陳列「四季おりおりの民具」
▲回転ごたつ

V.春を待つ一昔の冬のくらしー

平成16年12月11e f土)~平成円年2月13月(日)

し1ι内各地の方んからご寄賠いただいた館蔵",の中から、冬の季節に

ちなんだ品々を展汀詞Υ1介するものです.

屯気やガスが六た曹及せす、また住居も現在のように気密性の島い

ものではなかった時代、人々は服しい冬の寔さを七のようにしのい力

のでしょうか.

ム服の工夫(防寒活゛、身休を温めるための用具川爰房川具)を紹介

するほか、冬の農閑期に行われた什出、夜長を過こすために仙用され

た灯火川具など明冷~昭和30午代頃まで川いられた牛折用只、あわせ

て約200点を展示いたしました。

主な展示品

トンヒ、ホノコイ綿入れの仕事着)、ドマキ新帛人れの腰巻き)、

オイ,＼紋羽織りの頭Π」、ユキグツ、ユキワラジ、シビグツ、

乎あぶり、足あぶり、陶ム.え製湯たんぽ、こ力つイ佗ごたつ、回板

こ'たつ等)、火鉢、ハト q酉劇用具)、炭かこ、炭団、マメタン、

夜着、あ人とん、石沈ランプ、コトホシ、乎燭、マットゥダイ、

俵編み、むしろ機、桜槌、オモケ(苧桶)、木綿機、針箱、ほか

一最近の活動からー

、、./、1身

'、,、、、、_、、、'j

◆講座・ワークショップなど◆

特別講演会「民俗博物館収集民具から奈良の古代を探る」

日時'平成帽年10月竹日(日ノ午後1時半~3時

講師:神奈川大学教授河野通明氏

参加名:'12名

{内奔については、 5~6貝を参!埠}

ワークショップ「杓子づくり」

日時.平成16年"月3日けK 午後1時半~4時

話師和泉惠夫氏

イオ.喰参加者ンn名

川別峨 1尺具か,kる宕-1_"の変墜」の雅小内マトについて」叩川

を;朶めていた六けるよう展小茎人[1ロビーにりふ瑛コーナを,1

け、ιi野郡大」片"こ川牙の和泉感火氏が'予打 f製fl]1甲1'の工

'觧,兒をliい、あわせて工、加行に杓」'の什卜げ」1Y をイイ、験し

ていカガきまし六

特別企画(撮影会)

55年前のウエディングドレス

現代に驚る~花嫁さんと亥の子

ハレの祝い~

大利民俗公園旧岩本家で一昔

前の花嫁衣共の再現や庭での餅

つきなと。農t寸のハレのH を随

出い力しました。参加者約200名。

民俗地物魚だより V013]N02 「」血イD95 け}

コーナー展

林宏先生のフィールドノート件寺別公開)

平成16年9月18日(士)~11月23日(欠)

山村の食 平成16年9月18日(士)~12月23日(木)

平成佑住12月25日(士)~平成17任1月30日(日)お正月
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嫁入り姿今中由美子さん(大和郡山市)
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体験学習「しめなわづくり」

日時'平成16年12月12日(日)午後1時~3時半

講師吉岡秀信氏

参加名:30組

!1齢1刑館↓リ、来、旧例の磴しですしめな力を作る什験を血

して、凸'ながらの止Ⅱ迎えの風村やその立畉についてぢえ

ました

粉"

、

〒639・]058 火和郡山市矢田岡'545 (人和民俗公1剰内)
TEL .0743-53-317]/ FAX.07'13-53-3173

肝使官時剛:午前 9時から下後5時ぼで(入館は 4n寺30分まで)

※公園内民家集落の見学は午後引1・ほで

休館日:毎.週打昭H (当Π休Πにあたる場介県1ヨに振{村

年末年.始

観覧判:大人200円大Y河牛」50円小・小生70円

※20名以ト、団休削引あり

※65才'↓リ、上、身W,者上その村添〕名は川下1

※加週_ヒ1流H は小・巾・'γ1'は皿判

※公匝1、虻家剛は処"

交通案内:近鉄郡1111駅→奈良交通バスターミナルiのりぱ→

(約15分)→「矢Π1東山」下申.、、化へ徒歩 7分

吐申場あり i乗'1小目]S介、バス1S台身脚.者侵先3台)

ホー 1、ペーシ htrp'/<V、VW.pref.n'U'ι1.JP/bLmkakノΠ]1ΠPaku/

^

1

1

局'
、

1

4-
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^

奈良県立民俗博物館

^

1^
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^
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＼ ワークソヨノプ

杓子づくり

【表紙の写真】

阪不止治氏仕93」→は三代粒く殿冶児初代は弗兄(占野町)の峠氏に

制」'jiしたといら、町'↓'しは、鋼製の力十トコの士/C鎚を1」つ作業であるノ'にへ

ルトハンマーが見える N段は、奥さんか向ら1心を扣町する」旦午は、訓、紫の

不抓により什'Ⅱも'凪った 3Πには什小場を取1〕」央し、鍛'台屋を1発朶の予従

これで古町郡の鍛冶屋は十{リ11村上 1、市叩、火随吻に31,ル戈るだけ上なる

写

削リ'允行

ー^

.ーー'ぎ

粲」'urA 、',. R 俗片物鮮1

冨謹に

阪桑逗詫ビt>

捕2皈系

てフ"ーーー=真7

融
堂山寺
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